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連動停止が必要な場合、別紙「防災盤連動停止願い申請書」を提出してください。

【遵守事項】

1.

2.

①使用火気類 ②施工場所（図面に記載） ③養生計画　※簡単なデッサン等を添付 ④火気作業監視者

⑤火気工事作業責任者名　※火気作業施工実施者名の明記と作業資格証明書の添付 ⑥具体的な管理方法

⑦溶断材の処理方法（骨等溶断は水舟に5分間以上浸す等） ⑧消火設備の配置（消火器・水バケツ・防炎シート等）

3.

4.

5.

6.

7.

8.

記載例

日本橋髙島屋三井ビルディング
防災センター

　

ＴＥＬ：03-3272-0511
FAX：03-3272-0517

承認日 年　　　月　　　日

防火担当者 防災センター
防火管理技能者 設備 警備 受付者

防災センター最終確認
確認日時 確認者

※作業終了3時間後
火気作業監視者同行

月　　　日　　　時　　　分

火気作業監視者確認
確認日時 確認者

※作業終了１時間後
月　　　日　　　時　　　分

作業時には周囲の可燃物を撤去、移動したうえで作業を行うよう徹底すること。また、作業にともなう火災検知器の発報の可能性がある場合、
事前に適切な処置を施すこと。

火気作業監視者は、火気作業時および作業後１時間は作業場所の常時監視にあたり、さらに１時間経過した時点で、再度作業場所を巡回点
検すること。さらに1時間後に防災センターと確認すること。

火気にて処理した部材等は、可燃物と混合しないこと。

火気作業監視者確認
確認日時 確認者

※作業終了時
月　　　日　　　時　　　分

火報連動遮断

火気使用作業に関する「施工要領書」を別途作成し、事前に防災センターと協議、承認を得たうえで本書を提出すること。

火気使用作業に関する「施工要領書」には、つぎの事項を記載すること。

本書は、原則として作業日の１週間前までに「作業届」と一緒に提出すること。（期限以降は、特別な事由がない限り受付けない。）

作業当日は、本書の控えおよび作業届けの控えを持参すること。

火気作業監視者は、火気使用作業開始、終了時に、防災センターへ連絡すること。

管理方法
消火器： 水バケツ： 防炎シート： 案内標識： 監視員：

消火砂： その他：

乾燥：

その他：

火気種類 電気： ガス： ｻﾝﾀﾞｰ： その他：

作業場所 〇 〇〇〇〇専用部内

件名 溶接作業 / レイアウト変更

火気使用目的
溶接： 溶断： 圧接： 防水：

日本橋　二郎 携帯電話 080-〇〇〇-〇〇〇

作業日時 〇〇 〇 〇 〇 〇

作 業 者

会 社 名 △△△△ 会社電話 03-△△△-△△△

火気使用
責任者名

日本橋　二郎 携帯電話 080-〇〇〇-〇〇〇

火気使用者名

申 請 者 会 社 名 〇〇〇〇 部署名 〇〇課・△△部

（ﾃﾅﾝﾄ作業の場合ﾃﾅﾝﾄ名）
テナント

防火管理者 三井　太郎 電話番号 03-〇〇〇-〇〇〇

火　気　使　用　届

　下記の要領で作業を実施したいので許可願います。なお、火気使用の開始・終了時には必ず防災センターに報告します。
また、作業後3時間、火気使用作業場所の監視を行います。

申 請 日 〇〇 作業区分 ビル作業 ○ ﾃﾅﾝﾄ作業

消防署へ届出した防火管理者の

方が押印してください

別紙「作業届」の作業者欄と同様

の情報を記載してください

担当窓口の連絡先を記載してください
※作業に関する確認をする場合、こちらに記
載された連絡先へ掛けさせていただきます

火気使用目的に該当するものに、〇

を付けてください

使用する火気の種類に、〇をつけてください

具体的な数を記載してください

作業日が複数の場合、工程表を添付してくださ

い（書式自由）


